
史学委員会科学・技術の歴史的理論的社会的検討分科会 

（第２５期・第１回） 

議事要旨 

 

１． 日時：令和２年１２月２７日（月）１３：００～１５：００ 

２． 場所：オンライン 

３． 出席者： 隠岐さや香、河村豊、木本忠昭、佐野正博、田口直樹、建石真

公子、中村征樹、野家啓一、橋本毅彦、兵藤友博、溝口元（以上、11名） 

 

４．議題 

（１） 役員の選出について 

委員長に佐野委員、副委員長に隠岐委員、幹事に田口委員、中村委員が

選任された。 

 

（２） ２５期分科会の検討課題と目標、及び分科会開催スケジュールについて 

（２－１）分科会の検討課題と目標について 

 分科会として長期的に取り組んでいく課題として、学術界と社会の

コミュニケーション、科学アカデミーのあり方、学術（科学）と政

治の問題を中心に議論を行った。 

 関係学協会との今後の連携のあり方について、情報共有・意見交換

を行った。 

 ２５期における活動方針について、上記を踏まえて議論を行った。 

 

（２－２）分科会の直近の活動について 

 ２０２０年７月に実施したシンポジウムをもとにした『学術の動向』

の特集企画提案について情報共有・意見交換を行った。 

 日本科学史学会年会（２０２１年５月）でのシンポジウムの企画に

ついて議論を行った。 

 次回分科会を３月をめどに開催することとした。 

 

（３） その他 

とくになし。 


